
 

 

588グラムと小さく生まれた息子には重い障がいが残りました。 

息子がまだ小さい頃、障がい児がめずらしい時代だったのか、外出していると視線を感じ

たり、差別的な言葉が聞こえてきたりしました。家のすぐとなりが小学校でしたが、息子と

同じ世代の子どもたちからも悲しい言動を感じたことがあり、しばらく外に出るのが怖くな

ってしまいました。息子を隠すように抱きかかえ、走って転んで怪我をしてしまったことも

あります。 

 そんな時、となりの小学校と、息子の通う養護学校の、地域交流と言う交流の機会がある

ことを知りました。となりの小学校は息子に障がいが無ければ、本来通う予定だった学校で

す。当時の担任の先生のお力添えもあり、地域交流に思い切って参加してみることにしまし

た。 

となりの小学校の校長先生もとても素晴らしい方でした。学習発表会の総練習の時、全校

児童のいる体育館で息子のことを紹介してくださいました。「障がいがあって別の学校に通

っていますが、皆さんと同じように頑張っているお友達です。」たくさんの拍手とあったか

い笑顔に迎えられて、とてもありがたく嬉しかったです。 

 その後からは、息子を見かけるとみんな駆け寄って来て仲良くしてくれるようになりまし

た。障がいのことをわかってもらえると、こんなに雰囲気が変わるのだと、心が明るくなり

ました。息子も同年代のお友達に囲まれてとても嬉しそうです。 

 最近は医療的ケア児がメディアに出ることも増えたので、少し変わったかなと思っていま

したが、親の会の意見を聞くと相変わらず差別的な言動に悩んでいる声が聞かれます。 

障がいや病気で一般の人たちとは違って見えてもみんな一生懸命生きています。 

障害者差別解消法、医療的ケア児支援法等が施行され、時代はどんどん進んでいます。 

今は札幌の街を車いすで走る人もたくさんいます。バリアフリーが進み、私たちの行くとこ

ろも広がっています。心のバリアフリーも進んで、あったかい世界がどうか少しでも大きく

なりますように。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時﨑 由美 

・札幌地区重症心身障害児（者）を守る会 

医療的ケア WG副リーダー 

・札幌市障がい者施策推進審議会計画検討部会 委員 

・出産前はフリー司会者として活動 

・令和２年保育士資格取得 


